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　内視鏡的粘膜下層剥離術(ESD)を技術的に容易にするために、ESDと内視鏡的粘膜切除術を組み
合わせたHybrid endoscopic submocosal dissection (H-ESD)が開発された。申請者らは腫瘍径の
小さな早期胃上皮性腫瘍(EGN)に対するH-ESDが従来法ESD(C-ESD)よりを優れているかを明らかに
することを目的に本研究を行なった。申請者らはH-ESDとC-ESDの治療成績を比較する多施設共同
前向き非盲検無作為化比較試験(Hybrid-G Trial)を実施した。腫瘍長軸径が20mm以下で潰瘍合併
のない分化型粘膜内病変のEGNを持つ患者を、H-ESD群とC-ESD群に無作為に割り付けた。H-ESDに
は多機能スネアSOUTENを使用した。主要評価項目は治療時間とした。副次的評価項目は粘膜切開
時間、粘膜下層剥離時間/速度、根治性、治療に関連した偶発症などとした。申請者らは39例にH-
ESD、40例にC-ESDを施行しH-ESDの治療時間はC-ESDより有意に短かく、粘膜下層剥離時間及び速
度でもH-ESDが優れていることを明らかにした。他の評価項目には差を認めなかった。H-ESDはC-
ESDより治療時間が短く、両群で高い根治性と安全性が確認された。この結果から、H-ESDは腫瘍
径の小さいEGNの内視鏡治療における良い選択肢となりうることが証明された。

　以上の成績はこの方面の研究の発展に重要な知見を加えた意義あるものと考えられる。本論文
についての試験はまず論文の研究目的、方法、実験成績などについて説明を求め、各調査委員よ
り専門的な観点から論文内容及びこれに関連した事項について種々質問を行ったが適切な回答を
得た。なお本論文は共著者12名であるが、予備調査の結果、申請者が主導的役割を果たしている
ことを確認した。
　よって調査委員合議の結果、試験は合格と決定し、博士（医学）の学位に値すると認める。
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